
【2012年家政学原論部会公開シンポジウム】
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「家政学の国際的潮流と日本の家政学」

◆日 時：2012 年 8月 22日（水） 13:00－16:10

◆会 場：金城学院大学W９号館4階（〒463－8521 名古屋市守山区大森2-1723）

◆参加費：無料
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＜プログラム＞

13:00 開会の辞・趣旨説明

13:05－13:30 「第 22回国際家政学会（IFHE）全体報告」 表 真美氏（京都女子大学）

（休憩）

13:35－14:55 第 22回国際家政学会専門分野報告（質疑応答含む）

13:35－13:55 「教育」分野から 藤田 智子氏（名古屋女子大学）

13:55－14:15 「環境」分野から 井元 りえ氏（女子栄養大学）

14:15－14:35 「国連ミレニアム開発目標 2011 IFHEポジション・ステートメント」

倉元 綾子氏（鹿児島県立短期大学）

14:35－14:55 「専門分野からの報告に対してのコメント」

工藤由貴子氏（IFHE Vice President Region of Asia）

（休憩）

15:05－16:05 全体討論：テーマ「家政学の国際的潮流と日本の家政学」

[コーディネーター]上村恊子氏（東京家政学院大学）・正保正惠氏（福山市立大学）

16:10 閉会の辞

＜趣旨説明＞

第22回国際家政学会（IFHE）が、2012年 7月に開催されます。今回のテーマは、“Global

creativity and innovation: Developing capacities for sustainable futures”ですが、

焦点は、“Global Wellbeing”にあり（IFHE ホームページより）、持続可能な未来に向け

て家政学の潜在的な可能性をより発展的に探っていこうとするものであります。次の100

年を見据えた家政学のあり方を議論する大きな節目の学会であるといえましょう。

“Global Wellbeing”は、まさに家政学の究極的な目的とするところですが、国際家政

学会はどのような方向性を打ち出そうとしているのでしょうか。

家政学原論部会では第22回国際学会の動向をいち早く日本に紹介することによって情

報を共有し、日本の家政学のあり方について論議を深めたいと考えます。

本シンポジウムでは、国際家政学会のめざす全体的な方向性とともに、専門分野の動向

をふまえ、家政学の国際的潮流と日本の家政学のあり方を議論することをシンポジウムの

目的としました。さらに、本シンポジウムでは、国際家政学会の提示する方向性に追随す

るだけでなく、日本の家政学の独自性と可能性を探ることも目的の一つとします。

日本の家政学において、“Global Wellbeing”をどのように実現していくのかを専門分

野の研究者を交えた議論から明らかにできればと願っています。



＜会場校交通アクセス＞

○名古屋駅から ①地下鉄東山線・藤ヶ丘行に乗車し、「栄」駅で下車、名鉄瀬戸線に乗り換え。

名鉄瀬戸線「栄町」駅から尾張瀬戸行方面に乗車、「大森・金城学院前」駅で下車。

徒歩5分程度。

②JR中央線で「大曽根」駅下車、名鉄瀬戸線に乗り換え。新幹線ご利用の場合は、

「大曽根」駅経由が便利。

○大曽根駅から 名鉄瀬戸線・尾張瀬戸行方面に乗車し、「大森・金城学院前」駅で下車。徒歩5分

程度。

○栄駅から 名鉄瀬戸線「栄町」駅から尾張瀬戸行方面に乗車し、「大森・金城学院前」駅で下

車。徒歩5分程度。

○新瀬戸駅から 名鉄瀬戸線「栄町」行に乗車し、「大森・金城学院前」駅で下車。徒歩 5分程度。

◆会場案内

◆ 主催：一般社団法人日本家政学会 家政学原論部会

◆ 共催：金城学院大学消費生活科学研究所

【問い合わせ先】家政学原論部会公開シンポジウム事務局

金城学院大学生活環境学部

生活マネジメント学科中森研究室

〒463-8521 名古屋市守山区大森2-1723

Tel:052-798-0180（代表）

Fax:052-798-0370（生活環境学部）

e-mail:genron.seminar2012@gmail.com
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